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次
の
四
字
熟
語
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
意
味
を

後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

□
（1）
　
前
代
未
聞
　
　
　
読
み〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕　
意
味〔
　
　
〕

□
（2）
　
破
顔
一
笑
　
　
　
読
み〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕　
意
味〔
　
　
〕

□
（3）
　
面
従
腹
背
　
　
　
読
み〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕　
意
味〔
　
　
〕

□
（4）
　
我
田
引
水
　
　
　
読
み〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕　
意
味〔
　
　
〕

□
（5）
　
知
行
合
一
　
　
　
読
み〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕　
意
味〔
　
　
〕

□
（6）
　
一
朝
一
夕
　
　
　
読
み〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕　
意
味〔
　
　
〕

□
（7）
　
大
願
成
就
　
　
　
読
み〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕　
意
味〔
　
　
〕

□
（8）
　
温
故
知
新
　
　
　
読
み〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕　
意
味〔
　
　
〕

□
（9）
　
表
裏
一
体
　
　
　
読
み〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕　
意
味〔
　
　
〕

□
（10）
　
百
家
争
鳴
　
　
　
読
み〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕　
意
味〔
　
　
〕

ア
　
対
立
す
る
二
つ
の
も
の
が
実
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
。

イ
　
本
当
に
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
行
動
を
と
も
な
う
も
の
だ
と
い

う
こ
と
。

ウ
　
大
き
な
願
い
ご
と
が
か
な
う
こ
と
。

エ
　
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
言
っ
た
り
し
た
り
す
る
こ
と
。

オ
　
表
面
は
従
う
よ
う
に
見
せ
て
、
内
心
で
反
発
す
る
こ
と
。

カ
　
昔
の
こ
と
を
研
究
し
て
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
道
理
な
ど
を
得
る
こ
と
。

キ
　
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
珍め

ず
ら

し
い
こ
と
。

ク
　
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
に
立
つ
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
考
え
を
自

由
に
述
べ
て
議
論
す
る
こ
と
。

ケ
　
表
情
を
く
ず
し
て
笑
う
こ
と
。

コ
　
短
い
時
間
や
期
間
の
た
と
え
。

1

　

　
次
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
　
次
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な

さ
い
。

□
（1）
　
シ
ュ
ウ
シ
一い
っ

貫か
ん

し
て
無
罪
を
主
張
す
る
。

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（2）
　
勉
強
し
な
か
っ
た
か
ら
、
点
数
が
よ
く
な
い
の
は
自じ

業ご
う

ジ
ト
ク
だ
。

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（3）
　
医
学
は
日
進
ゲ
ッ
ポ
の
勢
い
で
進
ん
で
い
る
。

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（4）
　
本
が
好
き
な
姉
は
コ
コ
ン
東
西
の
名
作
を
読
ん
で
い
る
。

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（5）
　
事
実
ム
コ
ン
の
う
わ
さ
に
み
ん
な
が
ふ
り
回
さ
れ
た
。

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（6）
　
練
り
に
練
っ
た
起
死
カ
イ
セ
イ
の
策
を
実
行
す
る
。〔

　
　
　
　
　
　
〕

□
（7）
　
な
か
な
か
の
大
作
が
で
き
た
と
自
画
ジ
サ
ン
す
る
。〔

　
　
　
　
　
　
〕

□
（8）
　
王
様
の
決
め
事
は
チ
ョ
ウ
レ
イ
暮ぼ

改か
い

で
困
っ
た
も
の
だ
。

〔
　
　
　
　
　
　
〕

問
二
　
次
の
□
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

□
（1）
　
□
耳じ

東
風
　〔
　
　
〕�

□
（2）
　
一
石
二
□
　〔
　
　
〕

□
（3）
　
竜り
ゅ
う

頭と
う

□
尾び

　〔
　
　
〕�

□
（4）
　
鶏け
い

口こ
う

□
後
　〔
　
　
〕

ア
　
鳥
　
　
イ
　
蛇だ

　
　
ウ
　
牛

エ
　
羊
　
　
オ
　
馬

2

四
字
熟
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次
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
　
次
の
　
　
　
に
あ
て
は
ま
る
四
字
熟
語
を
後
の

か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

□
（1）
　
弟
は
父
が
帰
国
す
る
日
を

の
思
い
で
待
っ
て
い
る
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（2）
　
文
章
を
書
く
と
き
に
は

に
気
を
つ
け
よ
う
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（3）
　
新
任
の
先
生
の

に
生
徒
は
み
な
注
目
し
て
い
る
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（4）
　
あ
の
人
は
い
つ
も
話
を

に
言
う
の
で
信
用
が
お
け
な
い
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（5）
　
こ
の
本
は

に
ば
か
り
こ
だ
わ
り
、
本
質
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（6）
　
名
刑け
い

事じ

が

の
早
わ
ざ
で
事
件
を
解
決
し
た
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（7）
　
今
日
は
晩
秋
に
は
貴
重
な

の
日
だ
か
ら
ふ
と
ん
を
干
そ
う
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

シ
ン
シ
ョ
ウ
ボ
ウ
ダ
イ
　
　
コ
ハ
ル
ビ
ヨ
リ

キ
ン
カ
ギ
ョ
ク
ジ
ョ
ウ
　
　
イ
ッ
キ
ョ
イ
チ
ド
ウ

イ
チ
ジ
ツ
セ
ン
シ
ュ
ウ
　
　
デ
ン
コ
ウ
セ
ッ
カ

キ
シ
ョ
ウ
テ
ン
ケ
ツ
　
　
　
シ
ヨ
ウ
マ
ッ
セ
ツ

問
二
　
次
の
□
に
漢
数
字
を
入
れ
て
、
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

□
（1）
　
千
変
□
化
　〔
　
　
　
〕　
　
　
□
（2）
　
□
寒
四
温
　〔
　
　
　
〕

□
（3）
　
唯ゆ
い

一い
つ

無
□
　〔
　
　
　
〕　
　
　
□
（4）
　
四
□
時
中
　〔
　
　
　
〕

□
（5）
　
□
方
美
人
　〔
　
　
　
〕　
　
　
□
（6）
　
海
□
山
千
　〔
　
　
　
〕

□
（7）
　
危
機
□
髪ぱ
つ

　〔
　
　
　
〕　
　
　
□
（8）
　
□
面
楚そ

歌か

　〔
　
　
　
〕

3

　

　
次
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
　
次
の
　
　
　
に
あ
て
は
ま
る
四
字
熟
語
の
一
部
を
後
の

か
ら
一
つ

ず
つ
選
び
、
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

□
（1）
　
そ
の
生
徒
の

即そ
く

妙み
ょ
うの
返
答
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（2）
　
兄
の
意
味

な
言
葉
が
、
家
庭
に
無
用
の
混
乱
を
招
い
た
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（3）
　
試
合
に
負
け
て
み
ん
な

消
し
ょ
う

沈ち
ん

し
て
し
ま
っ
た
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（4）
　
民
意
の
賛
同
を
得
よ
う
と
政
治
家
が
東と
う

奔ほ
ん

す
る
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（5）
　
将
軍
の
傍ぼ
う

若じ
ゃ
く

な
態
度
に
国
民
は
い
か
っ
た
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（6）
　
月
例
の
試
験
の
結
果
に

一い
ち

憂ゆ
う

し
て
は
い
け
な
い
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（7）
　
一
同
は
彼か
の

女じ
ょ

の

無む

恥ち

な
ふ
る
ま
い
に
眉ま
ゆ

を
ひ
そ
め
た
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（8）
　
難
し
い
本
を

吐と

息い
き

で
や
っ
と
読
み
終
え
た
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

イ
ッ
キ
　
　
ア
オ
イ
キ
　
　
ト
ウ
イ
　
　
シ
ン
チ
ョ
ウ

ブ
ジ
ン
　
　
セ
イ
ソ
ウ
　
　
イ
キ
　
　
　
コ
ウ
ガ
ン

問
二
　
次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
、
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

□
（1）
　
一
部
□
終
　〔
　
　
　
〕　
　
　
□
（2）
　
一
問
一
□
　〔
　
　
　
〕

□
（3）
　
勧か
ん

□
懲ち
ょ
う

悪あ
く

　〔
　
　
　
〕　
　
　
□
（4）
　
諸
行
無
□
　〔
　
　
　
〕

□
（5）
　
□
心
伝
心
　〔
　
　
　
〕　
　
　
□
（6）
　
品
行
□
正
　〔
　
　
　
〕

□
（7）
　
晴
耕
□
読
　〔
　
　
　
〕　
　
　
□
（8）
　
天
変
□
異
　〔
　
　
　
〕

4
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次
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ

い
。

□
（1）
　
奇き

想そ
う

テ
ン
ガ
イ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
に
、
み
な
驚お
ど
ろ

い
た
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（2）
　
集
ま
っ
た
作
品
は
、
ま
さ
に
ギ
ョ
ク
セ
キ
混こ
ん

淆こ
う

だ
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（3）
　
シ
ツ
ジ
ツ
剛ご
う

健け
ん

な
人
が
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（4）
　
我わ

が
身
の
清せ
い

廉れ
ん

ケ
ッ
パ
ク
を
主
張
す
る
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（5）
　
シ
コ
ウ
錯さ
く

誤ご

の
末
に
、
発
明
品
を
完
成
さ
せ
る
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（6）
　
優ゆ
う

柔じ
ゅ
う

フ
ダ
ン
な
た
め
に
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃の
が

し
て
し
ま
う
。

�
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（7）
　
あ
の
技わ
ざ

は
、
ま
さ
に
彼か
れ

の
メ
ン
モ
ク
躍や
く

如じ
ょ

と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（8）
　
若
い
こ
ろ
に
フ
ン
コ
ツ
砕さ
い

身し
ん

し
て
、
今
の
地
位
を
築
い
た
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（9）
　
最
初
は
ア
ン
チ
ュ
ウ
模も

索さ
く

だ
っ
た
が
、
徐じ
ょ

々じ
ょ

に
わ
か
っ
て
き
た
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（10）
　
ビ
ジ
麗れ
い

句く

を
並
べ
た
て
る
人
は
信
用
で
き
な
い
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（11）
　
キ
キ
一い
っ

髪ぱ
つ

で
難
を
逃
れ
た
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（12）
　
目
的
を
見
失
っ
て
は
ホ
ン
マ
ツ
転て
ん

倒と
う

に
な
っ
て
し
ま
う
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

5

　

　
次
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
　
次
の
四
字
熟
語
の
意
味
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

□
（1）
　
臥が

薪し
ん

嘗し
ょ
う

胆た
ん

　〔
　
　
〕　
　
□
（2）
　
鶏け
い

口こ
う

牛ぎ
ゅ
う

後ご

　〔
　
　
〕

□
（3）
　
羊よ
う

頭と
う

狗く

肉に
く

　〔
　
　
〕　
　
□
（4）
　
付ふ

和わ

雷ら
い

同ど
う

　〔
　
　
〕

□
（5）
　
慇い
ん

懃ぎ
ん

無ぶ

礼れ
い

　〔
　
　
〕　
　
□
（6）
　
泰た
い

然ぜ
ん

自じ

若じ
ゃ
く

　〔
　
　
〕

ア
　
大
き
な
組
織
の
末
席
よ
り
、
小
さ
な
組
織
の
頭
と
な
る
方
が
よ
い
。

イ
　
表
面
上
は
過
度
に
丁て
い

寧ね
い

で
実
際
は
相
手
を
見
下
し
て
い
る
様
子
。

ウ
　
自
分
の
考
え
が
な
く
、
人
の
意
見
に
軽
々
し
く
従
う
こ
と
。

エ
　
落
ち
着
い
て
い
て
、
他
人
や
も
の
ご
と
に
左
右
さ
れ
な
い
こ
と
。

オ
　
目
的
達
成
の
た
め
、
長
く
苦
労
を
重
ね
困
難
に
た
え
る
こ
と
。

カ
　
見
か
け
は
立
派
だ
が
、
中
身
は
つ
ま
ら
な
い
こ
と
。

問
二
　
次
の

線
部
の
四
字
熟
語
に
は
、
漢
字
の
誤
り
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い

四
字
熟
語
に
書
き
直
し
な
さ
い
。

□
（1）
　
今
年
か
ら
は
新
機
一
転
し
て
が
ん
ば
る
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（2）
　
生
徒
は
、
異
句
同
音
に
不
満
を
言
い
た
て
た
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（3）
　
短
刀
直
入
に
、
友
だ
ち
の
本
心
を
聞
く
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（4）
　
合
図
と
同
時
に
、
務
我
夢
中
で
走
っ
た
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（5）
　
彼
の
話
は
理
路
正
然
と
し
て
わ
か
り
や
す
い
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

□
（6）
　
晴
天
白
日
の
身
と
な
っ
て
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
だ
。

�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

6
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次
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
　
次
の
□
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

□
（1）
　
阿あ

□
叫き
ょ
う

喚か
ん

　
　
　〔
　
　
〕�

□
（2）
　
開
□
一
番
　
　
　〔
　
　
〕

□
（3）
　
佳か

□
薄は
く

命め
い

　
　
　〔
　
　
〕�

□
（4）
　
虚き
ょ

□
坦た
ん

懐か
い

　
　
　〔
　
　
〕

□
（5）
　
□
先
三
寸
　
　
　〔
　
　
〕�

□
（6）
　
先
□
必
勝
　
　
　〔
　
　
〕

ア
　
手
　
　
イ
　
口
　
　
ウ
　
足
　
　
エ
　
心
　
　
オ
　
胸

カ
　
人
　
　
キ
　
鼻
　
　
ク
　
指
　
　
ケ
　
頭
　
　
コ
　
舌
　

問
二
　
次
の
□
に
漢
数
字
を
入
れ
て
、
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

□
（1）
　
十
人
□
色
　
　〔
　
　
　
〕　
　
　
□
（2）
　
□
変
万
化
　
　〔
　
　
　
〕

□
（3）
　
□
束
三
文
　
　〔
　
　
　
〕　
　
　
□
（4）
　
破
顔
□
笑し
ょ
う

　
　〔
　
　
　
〕

問
三
　
次
の
四
字
熟
語
の
□
に
は
そ
れ
ぞ
れ
共
通
す
る
漢
字
が
入
り
ま
す
。
□
に

あ
て
は
ま
る
漢
字
を
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
完
成
し
た
四
字
熟
語
の
意
味
を

後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

□
（1）
　
□
立
□
歩�

漢
字
〔
　
　
　
〕　
意
味
〔
　
　
〕

□
（2）
　
□
真
□
銘め
い�

漢
字
〔
　
　
　
〕　
意
味
〔
　
　
〕

□
（3）
　
□
給
□
足�

漢
字
〔
　
　
　
〕　
意
味
〔
　
　
〕

□
（4）
　
□
種
□
様�

漢
字
〔
　
　
　
〕　
意
味
〔
　
　
〕

□
（5）
　
□
眠み
ん

□
休�

漢
字
〔
　
　
　
〕　
意
味
〔
　
　
〕

□
（6）
　
□
思
□
愛�

漢
字
〔
　
　
　
〕　
意
味
〔
　
　
〕

ア
　
必
要
な
も
の
を
み
ず
か
ら
作
る
こ
と
。

イ
　
う
そ
や
い
つ
わ
り
が
な
い
こ
と
。

ウ
　
休
む
こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
。

エ
　
他
の
人
に
た
よ
ら
ず
、
自
分
の
信
じ
る
と
こ
ろ
を
行
う
こ
と
。

オ
　
た
が
い
に
愛
し
合
っ
て
い
る
こ
と
。

カ
　
種
類
が
た
く
さ
ん
で
、
様
々
で
あ
る
こ
と
。

7

　

　
次
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
　
次
の
四
字
熟
語
は

線
部
の
漢
字
が
誤
っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
漢
字
に

直
し
な
さ
い
。（
　
）
は
四
字
熟
語
の
意
味
で
す
。

□
（1）
　
天
心
爛ら
ん

漫ま
ん

（
飾
り
気
が
な
く
、
明
る
く
無む

邪じ
ゃ

気き

な
様
子
。）

�

〔
　
　
　
〕

□
（2）
　
不
徳
要
領
（�

要
点
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
何
が
言
い
た
い
の
か
よ
く
わ

か
ら
な
い
こ
と
。）�

〔
　
　
　
〕

□
（3）
　
万
場
一い
っ

致ち

（
そ
の
場
に
い
る
全
員
の
意
見
が
一
致
す
る
こ
と
。）

�

〔
　
　
　
〕

□
（4）
　
日
新
月
歩
（
日
に
日
に
、
絶
え
間
な
く
良
く
な
っ
て
い
く
こ
と
。）

�

〔
　
　
　
〕

□
（5）
　
絶
対
絶
命
（
の
が
れ
よ
う
の
な
い
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
。）

�

〔
　
　
　
〕

□
（6）
　
義
心
暗あ
ん

鬼き

（�

う
た
が
い
始
め
る
と
、
何
で
も
な
い
こ
と
ま
で
恐お
そ

ろ
し

く
あ
や
し
く
感
じ
た
り
す
る
こ
と
。）�

〔
　
　
　
〕

問
二
　
次
の
四
字
熟
語
の
□
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。（
　
）
は
四
字
熟
語
の
意
味
で
す
。

□
（1）
　
一い
っ

触し
ょ
く

□
発�

〔
　
　
〕

　
　
　�（
ち
ょ
っ
と
さ
わ
っ
て
も
爆ば
く

発は
つ

し
そ
う
な
危
険
な
状
態
。）

□
（2）
　
孤こ

□
奮ふ
ん

闘と
う�

〔
　
　
〕

　
　
　�（
味
方
の
い
な
い
状
態
で
、
た
っ
た
一
人
で
が
ん
ば
る
こ
と
。）

□
（3）
　
才
□
兼け
ん

備び�

〔
　
　
〕

　
　
　�（
知ち

恵え

と
外
見
の
美
し
さ
を
兼か

ね
備そ
な

え
て
い
る
こ
と
。）

□
（4）
　
□
霜そ
う

烈れ
つ

日じ
つ�

〔
　
　
〕

　
　
　（
刑け
い

罰ば
つ

な
ど
が
と
て
も
厳
し
い
こ
と
。）

ア
　
立
　
　
イ
　
飾し
ゅ
う

　
　
ウ
　
軍
　
　
エ
　
秋
　
　
オ
　
則

カ
　
即そ
く

　
　
キ
　
春
　
　
ク
　
色
　
　
ケ
　
群
　
　
コ
　
衆

8
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次
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
　
次
の
二
つ
の

線
部
の
読
み
方
が
同
じ
も
の
に
は
○
を
、
読
み
方
が
ち

が
う
も
の
に
は
×
を
書
き
な
さ
い
。

□
（1）
　
油
断
大
敵
　
・
　
大
同
小
異�

〔
　
　
〕

□
（2）
　
有
頂
天
外
　
・
　
有
為
転
変�

〔
　
　
〕

□
（3）
　
知
行
合
一
　
・
　
起
承
転
合�

〔
　
　
〕

□
（4）
　
夜
目
遠
目
　
・
　
夜
郎
自
大�

〔
　
　
〕

□
（5）
　
通
行
易
事
　
・
　
千
古
不
易�

〔
　
　
〕

□
（6）
　
生
殺
与よ

奪だ
つ

　
・
　
一い
ち

蓮れ
ん

托
生�

〔
　
　
〕

□
（7）
　
意
在
言
外
　
・
　
言
語
道
断�

〔
　
　
〕

□
（8）
　
喜
色
満
面
　
・
　
色
即
是
空�

〔
　
　
〕

□
（9）
　
盛
者
必
衰
　
・
　
栄
枯
盛
衰�

〔
　
　
〕

□
（10）
　
一
虚
一
実
　
・
　
一
点
一
画�

〔
　
　
〕

問
二
　
次
の
各
組
で
、
四
字
熟
語
の
組
み
立
て
が
異
な
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

□
（1）
　
ア
　
容
姿
端た
ん

麗れ
い

　
イ
　
針
小
棒
大

　
ウ
　
首し
ゅ

尾び

一い
っ

貫か
ん

　
エ
　
和
洋
折せ
っ

衷ち
ゅ
う�

〔
　
　
〕

□
（2）
　
ア
　
威い

風ふ
う

堂
堂

　
イ
　
鯨げ
い

飲い
ん

馬
食

　
ウ
　
責
任
転て
ん

嫁か

　
エ
　
厚
顔
無む

恥ち�

〔
　
　
〕

□
（3）
　
ア
　
一い
っ

喜き

一い
ち

憂ゆ
う

　
イ
　
起
承
転
結

　
ウ
　
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

　
エ
　
花
鳥
風
月�

〔
　
　
〕

9

　

　
次
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
　
次
の
□
に
漢
数
字
を
入
れ
る
と
、
四
字
熟
語
が
完
成
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
□
に
入
る
漢
数
字
の
合
計
を
漢
数
字
で
答
え
な
さ
い
。

□
（1）
　
朝
□
暮
□�

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（2）
　
□
面
□
臂ぴ�

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（3）
　
再
□
再
□�

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（4）
　
□
発
□
中�

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（5）
　
□
騎き

当
□�

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（6）
　
□
位み

□
体�

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（7）
　
□
期ご

□
会え�

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（8）
　
□
載ざ
い

□
遇ぐ
う�

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（9）
　
□
拝
□
拝�

〔
　
　
　
　
　
　
〕

□
（10）
　
□
転
□
転�

〔
　
　
　
　
　
　
〕

問
二
　
次
の
文
中
の
四
字
熟
語
が
完
成
す
る
よ
う
に
、
□
に
自
然
の
も
の
を
表
す

漢
字
一
字
を
入
れ
な
さ
い
。

□
（1）
　
彼
の
主
張
は
我
田
引
□
の
気
味
が
あ
る
。�

〔
　
　
〕

□
（2）
　
徒
手
□
拳け
ん

だ
が
、
起
業
す
る
決
意
は
固
い
。�

〔
　
　
〕

□
（3）
　
昨
年
開
い
た
お
店
は
、
今
の
と
こ
ろ
順
□
満ま
ん

帆ぱ
ん

だ
。�

〔
　
　
〕

□
（4）
　
宇
宙
船
で
は
な
く
気
球
だ
っ
た
と
は
、
大
□
鳴
動
だ
。�

〔
　
　
〕

問
三
　
次
の
文
中
の
四
字
熟
語
が
完
成
す
る
よ
う
に
、
□
に
色
を
表
す
漢
字
一
字

を
入
れ
な
さ
い
。

□
（1）
　
晩
年
は
山
□
水
明
の
地
に
住
み
た
い
と
思
う
。�

〔
　
　
〕

□
（2）
　
新
幹
線
の
車
窓
の
富
士
山
も
、
□
河
夜よ

船ふ
ね

だ
っ
た
。�

〔
　
　
〕

□
（3）
　
近
く
の
白は
く

砂し
ゃ

□
松
の
海
辺
を
、
毎
朝
散
歩
す
る
。�

〔
　
　
〕

□
（4）
　
父
は
故
郷
の
師
の
言
葉
を
□
科
玉
条
と
し
て
い
る
。�

〔
　
　
〕

�
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次
の
各
表
の
漢
字
を
用
い
て
四
字
熟
語
を
三
つ
作
ろ
う
と
す
る
と
、
漢
字
が

一
字
足
り
ま
せ
ん
。そ
の
漢
字
を
答
え
な
さ
い
。な
お
、
同
じ
漢
字
を
何
度
使
っ

て
も
よ
い
も
の
と
し
ま
す
。
（5）
は
、
表
の
中
に
な
い
漢
字
が
何
度
も
使
わ
れ
ま

す
。

□
（1）
　〔
　
　
　
〕　
　
　
　
　
□
（2）
　〔
　
　
　
〕

□
（3）
　〔
　
　
　
〕　
　
　
　
　
□
（4）
〔
　
　
　
〕

□
（5）
　〔
　
　
　
〕　

11

未 不 言

覚 前 実

行 後 到

意 妙 思

消 黙 即

気 沈 当

題 立 休

理 無 難

援 閑 孤

厳 実 行

夜 百 有

言 謹 鬼

要 死 滅

朽 急 老

　

　
次
の
文
の
中
か
ら
、
四
字
熟
語
が
ま
ち
が
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も

の
を
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア�

　
彼か
れ

は
器き

用よ
う

貧び
ん

乏ぼ
う

で
、
何
を
や
っ
て
も
も
う
一
歩
の
と
こ
ろ
で
う
ま
く
い
か

な
い
。

イ�

　
紆う

余よ

曲き
ょ
く

折せ
つ

は
あ
っ
た
が
、
私
と
彼か
の

女じ
ょ

は
今
で
も
同
じ
部
活
動
で
仲
良
く
が

ん
ば
っ
て
い
る
。

ウ�

　
運
動
を
し
て
い
る
間
は
飲
み
物
を
口
に
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
考
え

方
は
時じ

代だ
い

錯さ
く

誤ご

だ
。

エ�

　
彼
は
春し
ゅ
ん

風ぷ
う

駘た
い

蕩と
う

な
人ひ
と

柄が
ら

だ
か
ら
、
彼
を
嫌き
ら

い
だ
と
思
う
人
は
い
な
い
だ
ろ

う
。

オ�

　
岡
目
八
目
と
い
う
よ
う
に
、
実
際
に
当
事
者
に
な
っ
て
理
解
す
る
こ
と
は

多
い
。

カ�

　
彼
女
は
、
世
界
の
平
和
の
た
め
に
不ふ

惜し
ゃ
く

身し
ん

命み
ょ
う

尽つ

く
し
た
政
治
家
と
し
て
有

名
だ
。

キ�

　
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
必
ず
し
も
不ふ

偏へ
ん

不ふ

党と
う

と
は
限
ら
な
い
の

で
注
意
が
必
要
だ
。

ク�

　
運
動
神
経
の
い
い
彼
は
、
自
分
の
こ
と
を
無
芸
大
食
だ
と
言
っ
て
謙け
ん

遜そ
ん

し

て
い
る
。

ケ�

　
全
校
集
会
で
の
発
表
の
失
敗
を
み
ん
な
か
ら
非
難
さ
れ
て
、
ぼ
く
は
満ま
ん

身し
ん

創そ
う

痍い

だ
っ
た
。

コ�

　
明
日
の
テ
ス
ト
に
そ
な
え
て
、
茫ぼ
う

然ぜ
ん

自じ

失し
つ

の
状
態
で
勉
強
に
集
中
す
る
。

サ�

　
私
た
ち
の
部
活
動
の
コ
ー
チ
は
、
い
つ
も
私
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ

て
、
無
理
無
体
な
要
求
は
絶
対
に
し
な
い
。

�

□
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
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